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平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第3土曜日 午前10時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後５時 （ミサ後、聖体礼拝） 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday Mass in English  9:30 am 

 (in the Marian Hall) 

ベトナム語のミサ 第４日曜日 午後３時３０分  

復
活
と
共
に
使
命
を
果
た 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

楊
成
源 

神
父 

教
会
が
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
時
か
ら
、
教
会
の
使

命
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
使
命
は
聖
霊
の
力
を
通
し
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
教
会
は
一
つ
の
信
仰
の
共
同
体
で
あ
り
、
教
会
の
使
命
は

私
た
ち
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
信
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
こ
の
世

で
の
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
の
使
命
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
教
会
と
い

う
共
同
体
の
使
命
は
、
道
徳
的
な
仲
裁
で
は
な
く
、
神
の
愛
の
証
し

を
す
る
こ
と
で
す
。
他
の
人
々
に
、
こ
の
共
同
体
を
通
し
て
神
の
愛

を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。 

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
よ
い
牧
者
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
信
者
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
求
道
者
の
同
伴
者

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
受
洗
者
の
代
父
、
代
母
に
な
る

こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
教
会
の
中
で
、
若
い
人
は
お
兄
さ
ん
と
お
姉

さ
ん
の
役
割
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
に
教
会
の
こ
と
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
歌
が
上
手
な
人
は
歌
声
で
人
び
と
に
感
動
を
与
え
ら

れ
ま
す
。
要
す
る
に
、
様
々
な
方
法
で
人
び
と
に
神
の
愛
を
体
験
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
復
活
節
と
呼
ば
れ
る
今
か
ら
、
私
た

ち
一
人
一
人
に
は
、
最
も
新
し
い
別
の
側
面
が
現
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が
「
神
は
、
主
を
復
活
さ
せ
、
ま

た
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
私
た
ち
を
も
復
活
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
」

（
コ
リ
ン
ト
16
：
14
）
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
の
復
活

は
、
世
の
終
わ
り
の
時
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
復

活
し
て
、
神
の
国
に
入
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
今
、
こ
の
世
の
中

で
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
、
内
側
と
外
側
の
変
化
も
含
ん
で
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に

よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
信
仰
が
神
か
ら
い
た
だ

い
た
恵
み
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
の
恵
み
に

よ
っ
て
、
人
間
の
知
恵
を
超
え
る
方
法
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復

活
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

南
山
教
会
を
離
れ
て
鶴
岡
教
会
に
異
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私

は
、
新
し
い
所
、
一
人
も
知
ら
な
い
場
で
使
命
を
果
た
し
始
め
る
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
挑
戦
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
神
の
助
け
に
よ
っ

て
、
委
ね
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
南
山
教
会
の
皆
さ
ん
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。 
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『
全
員
参
加
の
南
山
教
会
を
目
指
し
ま

す
』(

運
営
委
委
員
長
就
任
挨
拶) 泉 

亨 

 

２
０
１
８
年
度
か
ら
２
年
間
、
運
営

委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
泉
亨
と

申
し
ま
す
。 

 

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
前
任
の
神
戸
さ
ん
の
前
に

委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
二
度
目
の
登
板
と
な
り
ま

す
。
私
は
今
年
60
歳
を
迎
え
ま
す
が
、

定
年
・
再
雇
用
で
引
き
続
き
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
働
く
た
め
平
日
は
な
か
な

か
教
会
行
事
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
ヨ
タ

カ
レ
ン
ダ
ー
で
動
い
て
い
る
仕
事
上
、

土
・
日
曜
日
は
完
全
休
日
で
す
が
祝
日

は
出
勤
の
た
め
、
祝
日
の
行
事
に
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
の
で
皆
様
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

運
営
委
員
長
に
な
る
人
の
タ
イ
プ
は

様
々
で
し
ょ
う
が
、
私
は
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
間
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
特
別
な
才
能
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様

の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
集
約
し
、
ベ

タ
ー
な
方
向
へ
皆
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

向
け
て
い
く
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮

者
の
よ
う
な
委
員
長
に
な
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
の
私
の
目
標
は
、
「
全
員
参
加

の
南
山
教
会
」
を
目
指
す
こ
と
で
す
。 

 

南
山
教
会
の
信
徒
の
皆
様
の
中
に

は
、
得
意
分
野
、
例
え
ば
経
理
が
得
意

と
か
建
築
の
知
識
が
あ
る
と
か
習
字
の

段
を
お
持
ち
と
か
、
生
け
花
の
師
範
と

か
、
ま
た
は
料
理
や
語
学
が
得
意
と

か
、
様
々
な
タ
レ
ン
ト
を
お
持
ち
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
得
意
な
こ
と
を
教
会
の
中
で
是

非
十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

得
意
な
分
野
が
な
い
と
お
思
い
の
か

た
も
大
事
な
存
在
で
す
。
教
会
美
化
や

Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
準
備
・
後
片
付
け
、
ス
ト
ー

ブ
と
か
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
出
し
入

れ
の
力
仕
事
に
協
力
で
き
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た

方
々
も
教
会
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

人
材
で
す
。 

 

ま
た
、
年
齢
や
体
調
の
具
合
で
そ
の

よ
う
な
奉
仕
が
で
き
な
い
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
方
々

は
、
日
々
の
祈
り
に
よ
っ
て
私
た
ち
を

支
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
南
山
教
会
の
一
人

一
人
が
教
会
の
中
で
自
分
の
今
で
き
る

こ
と
を
意
識
し
て
様
々
な
行
事
や
祈
り

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
仲
間

と
し
て
の
絆
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
自
分
の
で
き
る
形

で
参
加
し
て
、
南
山
教
会
を
今
以
上
に

活
発
な
共
同
体
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
精

い
っ
ぱ
い
努
力
し
汗
を
流
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。 

皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

運
営
委
員
長
、
退
任
に
あ
た
っ
て 

２
０
１
８
年
３
月
31
日 

神
戸 

六
郎 

主
の
平
和 

 

２
０
１
４
年
度
の
ご
復
活
か
ら
４
年

間
、
大
き
な
問
題
も
な
く
運
営
委
員
長

の
大
役
を
辞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
司
祭
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
南

山
教
会
の
信
徒
の
皆
様
の
支
援
、
運
営

委
員
会
の
皆
様
の
協
力
、
そ
し
て
、
連

絡
、
事
務
手
続
き
な
ど
、
事
務
の
お
二

人
に
も
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す

べ
て
の
南
山
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
就
任
時
に
は
、
教
会
は
、
信

仰
を
持
つ
も
の
の
共
同
体
で
あ
り
、
齢

を
と
っ
た
人
も
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん

も
積
極
的
に
行
事
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
信
徒
の
意
思
が
反
映
で
き
る
運
営

委
員
会
を
目
指
す
。
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
出
発
し
ま
し
た
。 

 
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
教
会
活
動

は
、
司
祭
・
信
徒
の
皆
様
の
努
力
と
協

力
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
行
事
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
教
会
活
動
を
安

定
的
に
進
め
る
た
め
の
、
教
会
活
動
の

担
い
手
で
あ
る
私
た
ち
の
高
齢
化
と
活

動
の
あ
り
よ
う
が
影
を
落
と
し
、
教
会

の
建
物
の
老
朽
化
が
、
思
い
も
か
け
な

い
大
き
な
被
害
と
対
策
を
必
要
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
名
古
屋
教
区
長

で
あ
る
司
教
様
の
交
代
等
の
要
因
が
、

小
教
区
の
在
り
よ
う
に
も
変
化
を
求
め

て
き
て
参
り
ま
し
た
。 

 

２
０
１
７
年
度
に
は
、
主
任
司
祭
の

交
代
が
あ
り
、
現
在
の
新
立
神
父
様
と

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
出
発
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
４
年
間
で
、
対
策
を
講
じ
て
き
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
、
道
半

ば
で
あ
り
、
今
後
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
も
山
積
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
南
山
教
会
は
、
世
の
中

の
変
化
、
要
求
に
対
応
し
、
教
会
内
も

こ
の
変
化
に
応
じ
て
、
同
じ
活
動
の
中

に
も
意
識
改
革
が
必
要
と
な
る
も
の
も

出
て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
司
祭
・
信
徒
一
丸
と
な
っ

て
、
教
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
執
行

部
に
期
待
し
、
協
力
し
て
、
よ
り
良
い

南
山
教
会
づ
く
り
に
も
参
加
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
４
年
間
の
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

神
に
感
謝 
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２
０
１
７
年
度 

運
営
委
員
会
の
活
動
に

つ
い
て 

 

２
０
１
８
年
３
月
31
日 

神
戸 

六
郎 

 

南
山
教
会
運
営
委
員
会
は
、
当
小
教

区
の
信
者
を
代
表
し
、
主
任
司
祭
の
諮

問
機
関
と
し
て
、
小
教
区
の
運
営
、
行

事
、
活
動
な
ど
に
つ
い
て
計
画
を
立

て
、
教
会
共
同
体
の
中
で
、
奉
仕
の
分

担
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
運
営
委
員
会

は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
11
時
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
運
営
委
員
会
は
、
司
祭
団
と
各
種

団
体
、
委
員
会
の
集
合
体
で
あ
り
、
報

告
事
項
と
、
審
議
相
談
事
項
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
を
行
う
。
運
営
委
員
長

は
、
全
体
の
ま
と
め
を
行
う
。
副
運
営

委
員
長
は
、
２
名
で
、
ヨ
セ
フ
会
、
マ

リ
ア
会
の
当
番
班
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

２
０
１
７
年
度
の
場
合
は
、
運
営
委
員
会

の
議
長
は
ヨ
セ
フ
会
、
マ
リ
ア
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
副
運
営
委
員
長
が
行
っ
て

い
た
。 

 

議
題
は
、
名
古
屋
教
区
の
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
南
山
教
会
の
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
運
営
委
員
長
が

立
案
す
る
。
さ
ら
に
下
記
の
委
員
会
、

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
、
運
営

委
員
会
に
諮
る
事
項
が
生
じ
た
と
き

に
、
主
任
司
祭
、
運
営
委
員
長
に
相
談

し
、
議
題
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

今
年
度
は
、
主
任
司
祭
の
新
立
神
父

様
が
、
４
月
30
日
に
着
任
さ
れ
、
助
任

司
祭
の
ア
ル
バ
ー
ト
神
父
様
が
、
９
月

に
着
任
さ
れ
た
。
司
祭
団
は
、
主
任
司

祭
、
助
任
司
祭
２
名(

も
う
１
名
は
楊
神

父
様)

の
３
人
体
制
で
は
あ
る
が
、
協
力

司
祭
の
デ
ィ
ン
ド
神
父
様
、
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
神
父
様
に
加
え
、
大
学
院
で
勉
強

を
し
て
お
ら
れ
る
マ
ー
テ
ィ
ン
神
父
様

の
３
名
の
神
父
様
が
、
私
た
ち
信
徒
の

司
牧
に
あ
た
ら
れ
た
。 

 
特
記
事
項
と
し
て
、 

①.
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
南
山
97
団
の
解

団
が
あ
り
、
代
わ
り
に
名
古
屋
の
ア

メ
リ
カ
７
５
８
団
の
教
会
使
用
を
認

め
る
契
約
を
行
っ
た
。 

②.

台
風
の
た
め
、
９
月
の
敬
老
会
を
中

止
し
た
。
10
月
の
バ
ザ
ー
も
同
様
に
台

風
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
決
行
し
た
。 

③.

10
月
に
松
浦
司
教
様
に
司
式
い
た

だ
き
、
教
区
へ
の
拠
託
金(

司
祭
生
活
費

そ
の
他)

の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。 

④.

12
月
に
は
、
ガ
ー
ナ
の
大
司
教
様

が
菊
池
大
司
教
様
の
着
座
式
に
出
席
さ

れ
る
途
中
で
、
当
教
会
を
訪
問
さ
れ

た
。 

⑤.

２
０
１
８
年
３
月
に
は
、
四
旬
節
黙

想
会
を
ジ
ェ
ブ
ー
ラ
神
父
様
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
、
告
解
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
の
講
話
を
い
た
だ
い
た
。 

⑥.

教
会
内
の
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
こ
の
ま
ま
の
財
政
運
営
で

は
、
問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
大
規
模
修
繕
基
金
と
し
て
信

徒
の
皆
さ
ん
か
ら
の
献
金
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
た
。 

⑦.

次
期
運
営
委
員
長
選
出
が
難
航
し
た

が
、
運
営
委
員
長
の
選
任
も
で
き
、
事

な
き
を
得
た
が
、
次
回
の
選
出
ま
で
に

は
、 

選
出
方
法
の
再
検
討
が
の
ぞ
ま

れ
る
。 

 

下
記
に
現
在
活
動
し
て
い
る
団
体
名

と
そ
の
内
容
を
示
す
。 

 

本
会
は
、
典
礼
・
広
報
・
財
務
・
営

繕
・
納
骨
堂
管
理
・
オ
ル
ガ
ン
管
理
の

各
委
員
会
を
設
け
、
広
く
活
動
グ
ル
ー

プ
の
意
見
を
徴
す
る
な
ど
小
教
区
共
同

体
で
組
織
す
る
。 

 

南
山
教
会
に
属
す
る
下
記
の
グ
ル
ー

プ
も
運
営
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
。

典
礼
奉
仕
者
会
、
子
ど
も
部
屋
、
教
会

学
校
、
中
高
生
保
護
者
会
、
中
高
生

会
、
青
年
会
、
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
、
大

樹
の
会
、
英
語
の
ミ
サ
グ
ル
ー
プ
、
手

話
の
会
、
要
約
筆
記
者
の
会
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、
四
木
会
、
宣
司
評
・
信
徒

協
へ
の
派
遣
委
員 

 

２
０
１
７
年
度
の
活
動
の
主
な
活
動

は
、
下
記
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳

し
い
内
容
は
、
月
報
の
議
事
録
を
参
照

さ
れ
た
い
。 

 

第
１
回(

４
月)

：
復
活
徹
夜
祭(

４/

15)

、
復
活
祭(

４/

16)

。
信
徒
協
総

会
。
主
任
司
祭
は
、
４
月

30

日
に
着

任
。
大
規
模
修
繕
へ
の
取
り
組
み
、
新

運
営
委
員
の
紹
介
、 

 

第
２
回(

５
月)

：
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
サ
へ
の
協
力
、
教
会
美
化
・

B

B

Q
、
わ
だ
ち
ま
つ
り
、
決
算

書
の
承
認 

 

第
３
回(

６
月)

：
信
徒
全
体
集
会
、 

 

第
４
回(

７
月)

：
救
急
法
講
習
会 

 

第
５
回(

９
月)

：
避
難
訓
練(

８
月
実

施)

、
敬
老
会
、
教
会
美
化
・
B

B

Q
、
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
い 

 

第
６
回(

10
月)

：
松
浦
司
教
様
司
式

ミ
サ
と
分
ち
合
い
。
教
会
美
化
・
B

B

Q
、
バ
ザ
ー
、 

 

第
７
回(

11
月)

：
ヨ
セ
フ
館
納
骨
堂

追
悼
ミ
サ
、
大
聖
堂
雨
漏
り
対
策
、

大
規
模
修
繕
基
金
の
発
足 

 

第
８
回(

12
月)

：
ガ
ー
ナ
大
司
教
の

当
教
会
へ
の
訪
問
、
ク
リ
ス
マ
ス
と

パ
ー
テ
ィ
ー 

 

第
９
回(

２
０
１
８
年
１
月)

：
次
年

度
委
員
交
代
、
次
期
予
算
案 

第
10
回(

２
０
１
８
年
２
月)

：
次

年
度
新
役
員
へ
の
変
更
、
堅
信
式 

第
11
回(

２
０
１
８
年
３
月)

：
四

旬
節
の
黙
想
会
（
ジ
ェ
ブ
ー
ラ
神

父
） 

聖
週
間 

 
 
 

 
 

以
上 
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 

㏌
北
陸
に
参
加
し
て 

 

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
メ
リ
チ 

 
 
 
 
 
 
 
 

洞
澤 

千
登
世 

  

２
月
10
日
～
11
日
、
富
山
県
砺
波

青
少
年
自
然
の
家
で
行
わ
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
㏌
北
陸
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
百

人
を
超
す
若
者
が
集
い
、
神
父
様
や

シ
ス
タ
ー
と
と
も
に
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

 

１
日
目
は
開
会
式
の
後
、
10
人
ほ

ど
の
班
に
分
か
れ
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
内
の

会
場
を
回
り
な
が
ら
、
今
回
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
主
催
で

あ
る
名
古
屋
教
区
（
愛
知
、
岐
阜
、

石
川
、
福
井
、
富
山
）
に
関
す
る
ご

当
地
ク
イ
ズ
に
挑
み
ま
し
た
。
地
元

の
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
内
容
が
多
く
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
班
の
人
た
ち
と
も
す
ぐ

に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
め
ま
し
た
。 

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
後
は
夕
食

を
挟
み
、
皆
で
ロ
ザ
リ
オ
作
り
を
し

ま
し
た
。
作
っ
た
ロ
ザ
リ
オ
で
全
員

で
心
を
一
つ
に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を

捧
げ
、
あ
た
た
か
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 

夜
は
会
食
を
交
え
た
交
流
会
を
行

い
、
１
日
目
を
終
え
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
各
地
の
同
世
代
の
人
た
ち
と

話
し
た
り
、
一
緒
に
お
酒
を
飲
ん
だ

り
し
て
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し

た
。 

 

２
日
目
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
ど

う
も 

ど
う
ぞ 

せ
ん
ま
い
け
（
～

し
よ
う
）
」
に
合
わ
せ
て
、
今
ま
で

に
自
分
が
し
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ

た
こ
と
、
辛
か
っ
た
け
れ
ど
今
思
え

ば
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
、
自
分

の
言
葉
や
行
い
で
誰
か
の
何
か
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
を
班
の
人
た
ち
と

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
同
年
代
の
人

た
ち
の
体
験
や
考
え
を
聞
け
た
こ
と

で
、
自
分
の
今
ま
で
の
信
仰
生
活
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
「
こ
れ
か

ら
こ
う
い
う
信
仰
生
活
を
送
っ
て
い

き
た
い
」
と
思
い
を
新
た
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
２
日
間
の
終
わ
り
に
皆

で
御
ミ
サ
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
青
年

皆
で
さ
さ
げ
る
御
ミ
サ
に
は
と
と
て

も
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
聖
霊
の
力
強
い

働
き
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
が
初
め
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
で
し
た

が
、
と
て
も
濃
密
な
２
日
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
主
の
導
き
に
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

を
送
り
出
し
て
く
れ
た
南
山
教
会
の

信
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

同
世
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
人
た

ち
と
交
流
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
私

に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
あ

り
、
交
流
を
通
し
て
さ
ら
に
自
分
の

信
仰
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
じ
信
仰

を
持
つ
素
敵
な
友
人
に
も
恵
ま
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
出
会

い
や
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
感
謝
の
う
ち
に
信
仰
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

第
34
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
富
山
）
に
参
加
し
て 

 
 

エ
ト
ウ 

レ
イ
エ
ス 

 
 
 
 

ジ
ョ
ナ
タ
ン 

フ
ェ
リ
ペ 

  

こ
の
２
月
に
表
題
の
集
ま
り
に
参

加
し
ま
し
た
の
で
、
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
共
有
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

参
加
者
は
１
１
０
名
ほ
ど
で
、
想
像
以

上
に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
大
半
の
人
は
既
に

顔
な
じ
み
ど
う
し
の
よ
う
で
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気
で
し
た
。

私
は
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
ど

の
方
も
大
変
よ
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ロ
ザ
リ
オ
作
り
が
あ
り
、

色
々
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た

の
で
す
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

が
二
日
目
の
朝
に
行
っ
た
ミ
サ
で

す
。
青
年
だ
け
で
賛
美
歌
を
歌
っ
て

い
る
ん
だ
な
ぁ
、
と
な
ん
と
も
表
現

し
が
た
い
一
体
感
と
カ
ト
リ
ッ
ク
が

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
く
こ
と
を
確
信

し
た
よ
う
な
思
い
が
し
ま
し
た
。 

自
分
は
就
職
し
た
た
め
、
次
回
以
降

の
参
加
は
未
定
で
す
が
、
い
つ
ま
で

も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 
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堅
信
式
感
想 

モ
ー
セ 

榊
原 

啓
希 

 

勉
強
を
し
て
、
つ
い
に
む
か
え
た

堅
信
式
、
そ
の
日
、
僕
に
聖
霊
が
さ

ず
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

僕
は
、
神
様
へ
の
信
仰
を
持
っ
て

い
き
す
。 

 

こ
れ
ら
の
秘
跡
は
一
つ
の
信
仰
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

聖
霊
が
こ
う
り
ん
し
た
こ
と
が
僕

の
上
で
起
こ
り
ま
し
た
。
別
に
、
火

の
玉
と
か
は
出
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

か
す
か
に
体
が
温
か
い
気
は
し
ま
し

た
。
そ

れ
に
、
何
か

音
が
し

た
と

か
、
声
が
し
た
と
か
、
何
の
変
わ
っ

た
事
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
僕
は
確
か
に
堅
信
式
を

終
え
た
の
で
、
神
様
へ
の
信
仰
を
こ

れ
か
ら
も
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

伊
東 

優
人 

 

堅
信
を
受
け
て
も
う
数
日
す
ぎ
た

の
で
す
が
、
い
ま
だ
に
自
分
が
変

わ
っ
た
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ぼ

く
は
、
生
き
方
を
変
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
人
々
に
優
し
く
生
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
個
人
的
に
は
、
堅
信

を
受
け
た
し
ゅ
ん
じ
に
か
わ
る
の
で

は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
、
だ
ん
だ

ん
変
わ
り
成
長
し
て
い
く
も
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
自
分

の
な
り
た
い
生
き
方
を
意
し
き
し
、

信
者
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。
自
分
が
い
つ
変
わ
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
が
楽
し
み
で
す
。
ま
ず
は

一
年
、
こ
の
こ
と
を
意
し
き
し
て
す

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

次
堅
信
を
受
け
る
人
も
、
自
分
が
あ

と
で
自
分
が
ど
う
生
き
た
い
の
か
を

決
め
て
、
自
分
な
り
の
ど
り
ょ
く
を

重
ね
て
そ
ん
な
人
に
な
っ
て
い
く
と

い
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
ぼ
く
も

が
ん
ば
っ
て
な
り
た
い
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。 

  
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

 
 

バ
ン
ヴ 

ニ
ャ
ッ
ト 

カ
ー
ン 

 

２
月
18
日
晴
天
の
も
と
に
松
浦
吾

郎
司
教
様
を
お
迎
え
し
喜
び
の
う
ち

に
堅
信
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

祈
り
と
喜
び
の
う
ち
に
堅
信
式
が

終
わ
り
続
い
て
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
が

あ
っ
て
僕
た
ち
を
教
会
の
皆
さ
ん
や

他
の
方
々
が
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

僕
は
神
の
賜
物
で
あ
る
聖
霊
の
恵

み
に
満
た
さ
れ
た
堅
信
式
に
「
神
に

感
謝
」
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
と

お
祈
り
に
感
謝
し
ま
す
。 

 

マ
リ
ア
・
ヘ
レ
ナ 

服
部 

美
智
子 

 

昨
年
の
秋
、
夫
か
ら
「
そ
ろ
そ
ろ

堅
信
を
受
け
た
ら
」
と
言
わ
れ 

の

ん
び
り
と
日
曜
日
の
ミ
サ
を
受
け 

聖
歌
隊
で
歌
っ
て
来
た
私
で
し
た
が 

は
て
受
洗
し
た
の
は
い
つ
の
事
と
思

い 

も
う
30
年
も
過
ぎ
て
来
た
の
か

と
び
っ
く
り
！ 

 

勉
強
会
に
参
加
し
て
み
て 

い
く

つ
に
な
っ
て
も
教
会
の
秘
跡
に
つ
い

て
勉
強
す
る
の
は
心
に
し
み
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
勇
気
を
も
っ
て

与
え
ら
れ
た
も
の
を
生
か
す
努
力
を

し
生
活
の
場
で
信
仰
を
あ
か
し
し
て

い
く
よ
う
に
こ
の
先
、
生
き
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

 

堅
信
式
の
日
、
教
会
の
皆
様
の
笑

顔
、
驚
き
の
顔 

あ
き
れ
顔
で
拍
手

を
し
て
下
さ
っ
た
の
が
と
て
も
嬉
し

く
幸
福
な
気
持
ち
に
な
れ
た
事
を
神

に
感
謝
し
ま
す
。 

 

ヨ
セ
フ 

宮
城 

吉
演 

 

私
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
受
洗

し
ま
し
た
。
死
ん
だ
ら
終
わ
り
、
自

然
を
喜
ん
だ
り
考
え
た
り
で
き
な

い
、
し
か
し
罪
の
赦
し
に
よ
る
永
遠

の
命
に
希
望
が
あ
る
。
健
康
寿
命
が

百
年
を
保
証
さ
れ
た
と
し
て
も
虚
し

い
。
マ
ナ
セ
の
祈
り
、
知
恵
の
書
が

好
き
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
何
も
要
ら
な

い
、
様
子
の
美
し
さ
よ
り
も
の
シ
ラ

書
も
。
聖
霊
の
満
た
し
は
コ
ッ
プ
か

ら
の
水
が
溢
れ
る
よ
う
か
？
堅
信
を

受
け
た
の
で
、
イ
エ
ス
様
と
お
話
を

し
な
が
ら
散
歩
し
た
い
で
す
。
皆
さ

ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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典
礼
一
口
メ
モ 

～
香
部
屋
の
窓
か

ら
～ 

第
七
回 

典
礼
総
則
の
話 

 
 
 
 

典
礼
委
員
長 

新
内
飛
鳥 

  

本
編
に
入
る
前
に
、
他
の
小
教
区

の
信
徒
の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
『
誤

解
』
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
ご

参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。
南
山
教

会
で
も
四
旬
節
と
待
降
節
に
黙
想
会

を
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り

で
す
。
多
く
の
信
徒
が
集
ま
る
機
会

に
加
え
黙
想
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
心
が
整
い
や
す
い
こ
と
か
ら
こ
の

機
会
に
共
同
回
心
式
を
準
備
す
る
小

教
区
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め

か
「
黙
想
会
と
回
心
式
」
を
ワ
ン

セ
ッ
ト
と
と
ら
え
て
い
る
方
が
意
外

と
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
二
つ
は
別

の
も
の
で
す
。
告
解
を
ご
希
望
の
方

は
次
の
黙
想
会
ま
で
待
つ
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
主
日
ミ
サ
前
に
告
解

部
屋
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
以
前
も
触
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
の
奉
げ
る
礼
拝
は
心
を
込
め

て
行
い
ま
す
が
一
堂
に
会
し
た
皆
が

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
祈
る
の
で
は

一
致
の
証
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な

ら
な
い
為
に
も
約
束
事
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
約
束
事
が
ミ
ッ
サ
ー

レ
と
そ
こ
に
書
か
れ
た
ル
ブ
リ
カ
で

あ
り
、
総
則
で
す
。
キ
リ
ス
ト
の
代

理
者
で
あ
る
司
祭
と
の
対
話
句
、
そ

こ
で
語
ら
れ
る
神
の
言
葉
、
私
た
ち

の
賛
美
と
感
謝
を
表
す
た
め
の
歌
や

言
葉
、
そ
の
行
い
、
仕
草
や
態
度
、

所
作
や
動
作
、
祈
る
た
め
の
環
境
に

つ
い
て
の
基
準
、
典
礼
の
様
々
な
事

柄
に
つ
い
て
、
き
め
細
か
く
定
め
て

い
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
は
そ

の
土
地
の
文
化
を
大
切
に
し
て
く
れ

ま
す
か
ら
、
定
め
た
規
則
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
地
域
の
事
情
な
ど

を
鑑
み
て
判
断
で
き
る
裁
量
も
あ
り

ま
す
。 

 

典
礼
委
員
会
で
は
毎
週
奉
げ
ら
れ

る
主
日
の
ミ
サ
や
ミ
サ
前
の
祈
り
な

ど
に
つ
い
て
奉
仕
者
の
当
番
に
関
す

る
こ
と
や
奉
仕
そ
の
も
の
の
有
り

様
、
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま

す
。
し
か
し
闇
雲
に
委
員
た
ち
の
経

験
や
主
観
、
好
み
で
判
断
し
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
南
山
教
会
で
独
自
に

伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
し
き
た
り

と
バ
チ
カ
ン
の
定
め
た
総
則
の
整
合

性
を
取
れ
る
様
に
、
そ
の
時
に
判
断

で
き
る
最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。 

 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
特
徴
と
し
て

「
普
遍
性
」
を
学
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
伝
統
を
大
切
に
す
る
姿
勢
は

そ
の
通
り
で
す
が
、
そ
れ
は
「
変
わ

ら
な
い
」
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
。
教
会
の
典
礼
は
時
代
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
発
展
し

ま
す
。
近
年
、
我
々
は
そ
れ
を
経
験

し
ま
し
た
通
り
で
す
。
情
報
量
が
多

い
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
は

憚
ら
れ
ま
す
が
一
度
「
総
則
」
に
目

を
通
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
先
般
の
変
更
点
を
盛
り
込
ん
だ

あ
た
ら
し
い
総
則
は
、
ま
だ
出
版
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
変
更
点
の
み
を
ま

と
め
た
本
は
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
切
れ
た
ま
ま

で
す
。
旧
来
の
物
（
暫
定
版
）
に
関

し
て
も
増
刷
が
留
保
さ
れ
た
ま
ま

で
、
現
在
は
「
新
し
い
ロ
ー
マ
・
ミ

サ
典
礼
書
」
お
よ
び
「
新
し
い
ロ
ー

マ
・
ミ
サ
典
礼
の
総
則
」
が
出
版
さ

れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

暫
定
版
お
よ
び
変
更
点
（
差
分
）
に

関
し
て
は
香
部
屋
で
新
内
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
ば
写
し
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
写
し

と
は
い
っ
て
も
代
わ
り
は
な
く
貴
重

で
す
か
ら
持
ち
出
し
は
ご
遠
慮
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
お
手

元
に
と
思
わ
れ
る
方
は
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

 
総
則
は
手
引
き
と
し
て
の
性
格

上
、
基
本
的
に
は
「
こ
う
す
る
と
よ

い
」
「
あ
あ
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
の

側
面
と
し
て
「
こ
の
限
り
で
は
な

い
」
「
～
が
許
さ
れ
て
い
る
」
「
ふ

さ
わ
し
け
れ
ば
」
な
ど
の
記
述
が
つ

け
て
あ
り
教
会
の
寛
容
さ
を
物
語
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
共
同
体

の
事
情
を
鑑
み
る
余
裕
が
与
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
心
に
は

安
定
を
望
む
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま

す
か
ら
「
変
化
」
を
避
け
た
い
と
思

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
年
を
重
ね
る

ほ
ど
そ
う
い
う
部
分
が
頑
固
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
自
ら
の

典
礼
を
顧
み
総
則
を
守
る
よ
う
に
努

力
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
昔
か
ら

こ
う
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で

支
障
が
な
い
か
ら
こ
の
ま
ま
が
良
い

の
は
よ
く
解
り
ま
す
。
し
か
し
新
陳

代
謝
も
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
思
い

で
典
礼
委
員
会
は
こ
れ
か
ら
も
細
か

な
こ
と
も
含
め
て
「
こ
こ
を
こ
う
し

て
く
だ
さ
い
」
と
発
信
し
て
行
き
ま

す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
奉
げ
る
礼
拝

が
神
の
喜
ば
れ
る
賛
美
で
あ
る
よ
う

に
祈
り
続
け
ま
す
。 
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４
月
８
日 

司
祭
団
よ
り 

 

こ
れ
ま
で
運
営
委
員
と
し
て
働
い

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
ま

す
。
新
し
く
運
営
委
員
と
な
ら
れ
た

方
々
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
し
い
助
任
司
祭
と
し
て
モ
ル
ク

神
父
様
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

守
山
教
会
に
つ
い
て
、
今
回
の
人

事
異
動
で
常
駐
の
主
任
司
祭
が
不
在

と
な
り
ま
し
た
。
小
牧
教
会
の
平
田

神
父
様
に
よ
る
兼
務
と
な
る
た
め
、

他
の
小
教
区
か
ら
の
応
援
で
主
日
ミ

サ
を
行
い
ま
す
。
南
山
教
会
は
第
３

と
第
４
日
曜
に
ミ
サ
を
手
伝
う
よ
う

松
浦
司
教
様
か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、

協
力
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
楊
神
父
が
大
阪
・
阿
倍
野

教
会
で
行
っ
て
い
た
中
国
語
ミ
サ
に

つ
い
て
も
、
前
田
大
司
教
様
よ
り
引

き
続
き
お
願
い
の
依
頼
が
あ
り
、
主

任
司
祭
は
毎
月
第
３
日
曜
日
に
出
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
教

会
行
事
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
可

能
な
限
り
配
慮
い
た
し
ま
す
。 

 

報
告
・
連
絡
事
項 

新
運
営
委
員
長
の
挨
拶 

 

大
聖
堂
で
お
話
し
た
と
お
り
で

す
。 

 

神
戸
さ
ん
総
括
：
皆
様
の
努
力
と

協
力
に
よ
り
４
年
間
し
っ
か
り
出
来

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
信

徒
の
高
齢
化
・
教
会
の
老
朽
化
・
教

区
か
ら
の
要
望
等
様
々
な
諸
問
題
が

あ
り
、
課
題
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

諸
課
題
が
残
っ
た
ま
ま
で
は
あ
り

ま
す
の
で
引
き
続
き
皆
様
の
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

各
団
体
、
委
員
会
の
新
任
委
員
の
挨

拶
と
名
簿
の
確
認 

 

新
任
・
引
続
き
の
方
々
か
ら
挨
拶

等
が
あ
り
ま
し
た
。 

３
月
17
日
、
18
日 

四
旬
節
黙
想
会 

 

17
日
と
18
日
の
２
回
、
管
区
長
の

ジ
ェ
ブ
ー
ラ
師
の
指
導
の
黙
想
会
が

あ
り
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
の
規
模

で
無
事
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
同
告

解
の
時
は
、
ミ
サ
中
に
告
解
部
屋
以

外
で
司
祭
が
話
を
聞
く
際
は
後
方
左

右
の
風
除
室
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

３
月
18
日
、
第
４
回
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

定
例
会
議
の
内
容 

 

添
付
資
料
に
従
っ
て
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。
正
式
名
称
を
「
宣
教
司
牧

評
議
会
（
宣
司
評
）
」
と
し
て
年
４

回
関
係
者
が
集
ま
っ
て
会
議
が
行
わ

れ
ま
す
。
恒
例
の
わ
だ
ち
祭
り
に
つ

い
て
、
保
健
所
の
指
導
に
よ
り
稲
荷

ず
し
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
今
年
は
代
わ
り
に
修

道
会
の
ク
ッ
キ
ー
に
な
り
ま
す
。 

３
月
23
日 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
の

今
後
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
に
つ

い
て 

 
資
料
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
ま
し

た
。 

 

例
年
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
お
酒
を
飲

む
場
で
は
活
動
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
検
討
が
必
要
で
す
。
教
会
の
施
設

使
用
に
つ
い
て
そ
の
都
度
し
っ
か
り

と
届
出
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
再

確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
の
耐
震
の
問
題

が
あ
り
、
取
り
壊
し
等
の
方
針
が
決

ま
り
次
第
連
絡
は
し
ま
す
が
、
移
動

先
を
検
討
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
し

ま
し
た
。 

３
月
21
日
、
教
区
に
お
住
ま
い
の
司

祭
、
修
道
者
へ
の
金
祝
銀
祝
南
山
の

司
祭
団
も
参
加
し
て
無
事
に
行
い
ま

し
た
。 

２
０
１
８
度
の
予
算
書 

 

既
に
報
告
済
み
の
案
件
で
す
が
、

ま
だ
月
報
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
の
で
、
改
め
て
そ
の
資
料

を
お
示
し
し
ま
す
。
昨
年
の
経
緯
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
止

め
ま
し
た
の
で
月
報
に
載
せ
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
北

陸
（
２
月
11
，
12
日
）
へ
の
参
加
報

告 

 

既
に
教
区
ニ
ュ
ー
ス
で
は
記
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
南
山
か
ら
の
出
席

者
の
報
告
を
月
報
に
掲
載
す
る
よ
う

 
第
１
回
運
営
委
員
会 
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お
願
い
い
た
し
ま
す
。
２
名
参
加
し

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
を

月
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

い
ず
れ
本
人
た
ち
か
ら
の
報
告
会
を

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

年
次
報
告 

 

来
年
度
の
信
徒
集
会
に
用
い
る
年

次
報
告
を
３
月
31
日
ま
で
に
事
務
所

へ
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

が
、
事
務
の
方
へ
の
提
出
は
お
済
で

し
ょ
う
か
？
ま
だ
、
提
出
し
て
い
な

い
団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

２
０
１
８
年
度
の
南
山
教
会
の
予
定 

 

新
し
い
予
定
表
が
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
救

急
法
等
未
定
の
予
定
に
関
し
ま
し
て

は
来
週
以
降
の
各
会
の
会
議
で
日
程

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
月

半
ば
に
は
決
ま
り
ま
す
。
次
回
運
営

委
員
会
で
確
定
す
る
見
込
み
で
す
。 

 

そ
の
他
、
各
会
か
ら
日
程
の
決
定

や
追
加
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

４
月
７
日 

大
規
模
修
繕
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
合
の
報
告 

 

配
布
資
料
に
基
づ
い
て
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。 

 

大
聖
堂
横
の
御
影
石
の
ベ
ン
チ
を

撤
去
し
ま
し
た
。 

 

４
月
22
日
・
６
月
24
日
（
信
徒
全

体
集
会
内
）
・
７
月
８
日
の
９
時
30

分
の
ミ
サ
後
、
大
規
模
修
繕
説
明
会

を
行
い
ま
す
。 

 
大
聖
堂
天
井
・
信
徒
会
館
・
鐘
楼

等
そ
れ
以
外
の
方
針
に
つ
い
え
簡
単

な
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
バ
ザ
ー
委
員
会
よ
り 

 

今
年
度
は
10
月
28
日
に
バ
ザ
ー
を

行
う
予
定
で
す
。
月
に
１
回
ぐ
ら
い

会
議
を
行
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
昨
年
度
は
雨
の
中
室
内
の
み

で
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
規
模
に
つ

い
て
方
針
を
決
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

そ
の
他 

 

１
、
典
礼
委
員
会
の
報
告
と
し

て
、
復
活
祭
の
玉
子
に
つ
い
て
マ
リ

ア
会
と
教
会
学
校
父
母
の
協
力
で
５

０
０
個
強
用
意
が
で
き
ま
し
た
。
18

時
の
ミ
サ
で
も
配
布
が
で
き
た
の
で

適
切
な
数
だ
っ
た
。 

 

２
、
典
礼
委
員
会
よ
り
５
月
マ
リ

ア
祭
の
駐
車
場
の
整
理
に
つ
い
て
、

ヨ
セ
フ
会
に
依
頼
し
ま
す
。
ヨ
セ
フ

会
班
長
会
で
打
合
せ
し
ま
す
。 

 

３
、
確
認
事
項
と
し
て
、 

大
聖
堂

の
聖
水
の
入
れ
物
に
つ
い
て
、
少
し

水
が
浸
み
て
い
る
。
石
の
専
門
家
に

意
見
を
伺
っ
て
破
損
の
可
能
性
等
を

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
撤
去
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
仮
で
上
に
入
れ

物
を
置
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
次
回
の
運
営
委
員
会
に
ア
イ
デ

ア
を
募
り
ま
す
。 

審
議
・
相
談
事
項 

枝
の
主
日
、
聖
水
、
木
、
金
、
復
活

徹
夜
祭
、
復
活
祭
の
状
況 

 

３
月
25
日
枝
の
主
日
か
ら
始
ま
る

聖
週
間
、
受
難
の
水
曜
日
、
聖
木
曜

日
、
聖
金
曜
日
、
そ
し
て
31
日
の
復

活
徹
夜
祭
と
続
き
、
４
月
１
日
の
復

活
祭
で
し
た
。
こ
の
間
の
状
況
に
つ

い
て
反
省
点
、
よ
か
っ
た
点
を
相
談

し
、
次
の
糧
と
な
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。 

 

司
祭
団
フ
ル
回
転
で
行
い
ま
し

た
。
奉
仕
者
の
方
々
に
支
え
ら
れ
何

と
か
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
前
年
比

で
み
る
と
木
・
金
曜
日
に
関
し
て
は

少
し
だ
け
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

今
年
は
洗
礼
式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の

日
程
変
更
を
行
い
上
手
く
い
っ
た
の

で
来
年
度
も
同
じ
よ
う
に
行
い
ま

し
ょ
う
。 

 

聖
木
曜
日
の
奉
納
の
時
に
少
し
慌

て
る
場
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

周
り
の
方
が
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て

事
な
き
を
得
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
復
活
祭
用
の
蝋
燭
と
ク
リ
ス
マ

ス
用
の
蝋
燭
の
区
別
が
わ
か
ら
な
い

方
が
い
る
と
い
け
な
い
の
で
説
明
が

必
要
で
す
。 

 

意
見
と
し
て
、
駐
車
場
に
つ
い
て

も
ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
う
に
他
を
借
り

る
の
も
ど
う
か
と
い
う
の
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

枝
に
つ
い
て
は
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
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 を
増
や
し
ま
し
た
。
持
ち
帰
り
や
す

い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

名
古
屋
教
区
一
粒
会
制
度
変
更 

 

教
区
か
ら
、
献
金
方
法
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
が
来
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
進
め
方
の
審
議
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

教
区
か
ら
の
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま

す
。
献
金
方
法
が
記
名
式
と
無
記
名

式
と
な
り
ま
す
。 

 

と
り
あ
え
ず
、
無
記
名
式
で
募
り

ま
す
。
記
名
式
を
妨
げ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
記
名
封
筒
に
て

献
金
を
す
る
方
は
記
名
式
で
構
い
ま

せ
ん
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
の
再
契
約 

 

新
年
度
は
、
自
動
継
続
と
な
っ
て

い
ま
す
。
継
続
使
用
に
つ
い
て
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
の
崩
壊
の
危
険
に
つ
い

て
、
ボ
ー
イ
側
と
の
話
し
合
い
が
必

要
か
？ 

 
⇒

現
時
点
で
、
未
実
施
で
す
。 

 

契
約
書
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
の

耐
震
問
題
と
撤
去
の
可
能
性
と
移
動

先
を
探
す
事
に
言
及
し
た
補
足
文
章

を
追
加
し
て
締
結
す
る
方
針
で
話
を

進
め
ま
す
。
同
時
に
英
語
版
も
用
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

５
月
20
日
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ミ
サ
の
各
担
当
の
確
認
に
つ
い
て 

 

侍
者
、
ミ
サ
時
の
献
金
係
、
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
設
営
、
飲
み
物
準
備
の

依
頼
が
来
て
お
り
ま
す
。 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
確
認
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
回
の
運
営
委
員
会
で
最
終
決
定

を
い
た
し
ま
す
。 

納
骨
堂
管
理
委
員
長
の
交
代
に
つ
い

て 

 

３
月
10
日
開
催
の
納
骨
堂
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
神
戸
さ
ん
を
納
骨

堂
管
理
委
員
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

委
員
会
細
則
に
よ
り
運
営
委
員
会
で

の
承
認
が
必
要
な
た
め
審
議
願
い
ま

す
。 

 

納
骨
堂
管
理
委
員
長
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
に
て
承
認
が
さ
れ
ま
し

た
。 

 

神
戸
新
納
骨
堂
管
理
委
員
長
よ
り

メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
納
骨
式
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
神
父
様
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

そ
の
他 

 

11
月
24
日
10
時
～
16
時
に
、
マ

リ
ア
館
ホ
ー
ル
を
「
正
義
と
平
和
全

国
集
会
の
分
科
会
」
の
会
場
と
し
て

使
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
場
と
し

て
の
役
割
と
し
て
は
、
当
日
の
相
談

と
案
内
で
す
。
機
材
・
設
備
に
関
し

て
は
教
区
と
の
協
議
の
後
、
南
山
教

会
に
貸
し
出
し
の
依
頼
が
あ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
先
方
の
担

当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
な
り
ま

す
。
窓
口
は
教
会
の
事
務
に
な
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
次
回
の
運
営
委

員
会
で
ご
案
内
を
し
ま
す
。 

 
本
告
さ
ん
の
刺
繍
に
つ
き
ま
し

て
、
１
点
を
残
し
て
貰
い
手
が
成
立

し
ま
し
た
の
で
大
規
模
修
繕
の
献
金

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

二
村
様
よ
り
、
復
活
祭
の
パ
ー

テ
ィ
へ
の
差
し
入
れ
等
に
つ
い
て
、

パ
ー
テ
ィ
の
た
め
の
献
金
が
少
し
残

り
ま
し
た
の
で
教
会
の
一
般
会
計
に

入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

各
会
報
告 

典
礼
委
員
会 

３
月
25
日
枝
の
主
日 

 
 

29
日
聖
木
曜
日 

 
 

30
日
聖
金
曜
日 

 
 

31
日
聖
土
曜
日 

４
月
22
日
典
礼
委
員
会
定
例
会
議 

５
月
13
日
マ
リ
ア
祭 

 
 
 
 

典
礼
委
員
会
定
例
会
議 

 
 

20
日
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

サ 

６
月
10
日
典
礼
奉
仕
者
全
体
集
会 

 
 
 
 

典
礼
員
会
定
例
会
議 

 

マ
リ
ア
会 

 

３
月
９
日
（
金
）
マ
リ
ア
会
例
会

後
に
て
、
ミ
ニ
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
売
上
金
の
７
０
，
０
０
０
円
は

大
規
模
修
繕
へ
献
金
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

次
回
は
５
月
６
日 
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御復活おめでとうございます 
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春
の
窓
ふ
た
た
び
眺
む
名
古
屋
城 

新
芽
吹
く
な
れ
ど
粉
雪
舞
ひ
に
け
り 

美
智
子 

梅
林
に
一
人
佇
む
風
や
さ
し 

回
心
の
揺
ら
ぐ
日
も
あ
り
四
旬
節 

惇 

子 

つ
つ
が
な
く
退
職
せ
し
子
花
菫 

ゴ
ル
ゴ
ダ
の
道
行
遥
か
受
難
節 

せ
つ
子 

夜
桜
を
見
上
ぐ
る
笑
顔
猫
と
居
て 

ネ
ク
タ
イ
の
少
し
曲
が
り
て
新
社
員 

眞
喜
子 

平
穏
の
日
々
に
ぼ
ん
ぼ
り
雛
祭 

桃
の
花
綻
び
そ
め
し
今
朝
の
庭 

と
く
子 

青
空
へ
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
白
木
蓮 

凍
て
緩
む
靴
音
少
し
軽
く
な
り 

一 

藤 

金
次
郎
廃
校
に
な
ほ
桜
か
な 

リ
ハ
ビ
リ
の
一
歩
一
歩
の
初
桜 

豊 

子 

は
な
や
か
な
醍
醐
の
花
見
夢
に
み
る 

静 

子 

梅
活
け
て
カ
モ
ミ
ー
ル
の
香
味
は
い
ぬ 

梅
林
を
静
か
に
包
む
絹
の
雨 

令 

子 

春
の
昼
恩
師
の
名
に
会
ふ
古
書
祭
り 

振
袖
で
ス
マ
ホ
手
に
す
る
卒
業
式 

泰 

信 

 

毎
月
第
三
日
曜
日
九
時
半
ミ
サ
後 

マ
リ
ア
館
一
階
集
会
室 

 

 
教会典礼暦 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

４
月 

1(日)復活の主日 
8(日) 神のいつくしみの主 
     日  
9(月) 神のお告げ 

1(日) 日英合同ミサ(9:30) 
   復活祭パーティ 
22(日)第1回大規模修繕説 
   明会   

6(金) マリア会例会(懇談会) 
8(日) 11:00 運営委員会 
8(日) 教会学校中高生会始業式 

15(日) ヨセフ会班長会 
21(土) 10:30子ども部屋 
21(土) 要約筆記付きミサ 
22(日) 典礼委員会 

22(日)召命祈願日 
22(日)福信館バザー 
30(月)卯辰山殉教者祭   
      （金沢） 

５
月 

13(日) 主の昇天 

20(日) 聖霊降臨の主日 

27(日) 三位一体の主日 

(決算書の承認) 決算書提 
出           
13(日) マリア祭の聖母行          
   列(9:15)(母の日) 
13(日) 教会美化・BBQ 

20(日)天使ミサ日英合同 
   ミサ(9：30) 

6(日) 11:00 運営委員会 
11(金) マリア会例会(懇談会) 
13(日) 典礼委員会 
19(土) 10:30 子ども部屋 
20(日)ヨセフ会全体集会 

20(日) 教会学校潮干狩り 

26(土)要約筆記付きミサ 

6(日) 世界広報の日・
献金日 

13(日) 一粒会総会 
13(日) 城東ブロック 
       (東山) 
20(日) インターナショ

ナル・ミサ 
   こどもの集い 
       (南山) 
27(日) わだち祭り 

 
南 

山 

句 

会 
 
 
 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
八
日 

信  者  の  消  息 

３月は1,340,855円の維持費が納め

られました。有難うございました。 

教

会

維

持

費 

教会の維持・運営・宣教活動は、教会信者

全員が毎月納める維持費によってまかなわ

れますので、よろしくお願いします。 

帰 天 神の栄光にあずかれますように 

転 入 

転 出 

 ようこそ 

 いつまでもお元気で 

ローラ 立野 百合子（平針教会） 

アシジのフランシスコ 立野 瑛翔（平針教会） 

小さき花のテレーズ 立野 心美（平針教会） 

フランシスコ・ザビエル 髙野 真幸(吉祥寺教会) 

エリザベト 山田 和子（膳棚教会） 

ヨハンナ 原 三枝（名東教会） 

マリア・ベルナデッタ 大仲 扶佐江（石垣教会） 

3/8  ヨセフ 樋口 次雄（91歳） 

3/10 マリア 戸田 祐子（87歳） 

3/11 マリア 樋口 スミ子（86歳） 

3/28 マリア・セシリア 古屋 サト（98歳） 


